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井戸 

の
か
今
年
は
、
２
年
振

り
に
黄
色
い
歓
声
が
響

き
渡
っ
た
。
 

 
倉
岳
町
民
が
一
堂
に

集
ま
り
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
親
睦
を
図
り
、
明

る
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
目
的
に

４
９
回
目
の
今
回
は
、

競
技
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
要

項
の
変
更
で
大
き
く
様

変
わ
り
し
た
大
会
と

な
っ
た
。
 

 
地
区
対
抗
の
総
合
成

績
や
躍
進
賞
の
削
除
、

年
齢
制
限
の
撤
廃
、
男

女
混
合
の
総
力
リ
レ
ー

ま
た
、
棚
底
城
跡
国
指

定
１
０
周
年
を
記
念
し

た
石
積
リ
レ
ー
や
大
漁

祈
願
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
の
実
習
生
が
参
加
す

る
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し

た
種
目
に
強
風
も
気
に

せ
ず
必
死
で
頑
張
る
選

手
た
ち
の
姿
が
輝
い
て

み
え
た
。
 

 
運
営
に
携
わ
っ
た
関

係
者
の
皆
さ
ん
出
場
頂

い
た
選
手
の
皆
さ
ん
大

変
お
疲
れ
で
し
た
。
 

 
台
風
１
９
号
の
余
波
で

強
風
が
吹
き
荒
れ
る
中
、

第
４
９
回
倉
岳
町
民
体
育

祭
が
１
０
月
１
３
日
（
日
）

開
催
さ
れ
た
。
 

 
昨
年
や
は
り
台
風
の
影

響
で
中
止
だ
っ
た
だ
け
に

ま
た
か
と
思
っ
た
が
、
町

民
の
熱
意
が
伝
わ
っ
た

 

 

 
団旗を手に整列＝開会式 

小学生の徒競走 

大漁祈願＝ミャンマーからの実習生ら 

力自慢ナンバー１決勝戦＝綱引き 棚底城跡国指定１０周年＝石積リレー 

ＷＡＮＩＭＡ応援隊？ 
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９月末 ８月末

658（-3）

高齢化率
４８.１３％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 280（0）280 661

443（+1）

1,208（+3）

宮　田 442

2,728 2,724（-4）合　計 1,205

主な行事予定 
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研
修
会
で
は
、
宮
地
岳
地
区

コ
ミ
セ
ン
担
当
主
事
の
田
中

さ
ん
か
ら
地
区
振
興
会
の
活

動
状
況
や
運
営
方
法
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

事
業
活
動
や
会
議
へ
の
参
画

状
況
、
人
口
減
少
や
高
齢
者
増

に
伴
う
役
員
の
な
り
手
不
足

対
策
な
ど
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
 

 
宮
地
岳
は
地
域
ぐ
る
み
で

振
興
会
活
動
に
取
組
み
「
み
ん

な
が
や
り
ま
し
ょ
う
で
は
な

く
や
っ
て
見
ま
し
ょ
う
と
常

に
前
向
き
に
主
体
性
を
も
っ

て
事
業
運
営
を
進
め
て
い
ま

す
」
と
い
う
コ
ミ
セ
ン
職
員
吉

田
さ
ん
の
お
話
も
あ
り
、
会
員

の
意
識
の
高
さ
と
意
欲
を
感

じ
ま
し
た
。
 

 
「
か
か
し
村
ま
つ
り
」
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
る
宮
地
岳
だ

が
振
興
会
の
活
動
を
通
じ
て

地
域
全
体
で
知
恵
を
出
し
、
汗

を
出
し
て
村
お
こ
し
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
勢
が
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
倉
岳
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

主
催
で
９
月
２
６
日
（
木
）
浦
、

棚
底
、
宮
田
３
地
区
の
振
興
会

職
員
と
支
所
の
担
当
主
事
ら

７
人
で
宮
地
岳
地
区
振
興
会

に
先
進
地
視
察
研
修
の
た
め

行
っ
て
来
ま
し
た
。
 

 
当
日
は
、
午
前
十
一
時
に
倉

岳
支
所
を
出
発
。
途
中
、
向
学

の
た
め
旧
本
渡
中
学
校
跡
地

に
建
設
中
の
複
合
施
設
を
見

学
、
そ
の
あ
と
中
食
休
憩
を
挟

ん
で
午
後
１
時
前
に
宮
地
岳

地
区
コ
ミ
セ
ン
に
到
着
。
一
服

す
る
間
も
な
く
、
慌
た
だ
し
く

自
己
紹
介
を
交
わ
し
早
速
、
研

修
に
入
り
ま
し
た
。
 

 

皆
さ
ん
、
１
１
月
９
日

（
土
）
の
午
後
は
空
け
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
か
？
イ
ベ
ン

ト
の
準
備
も
入
っ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
天
草

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
う
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
「
天
草
が
誇
る
戦

国
の
城
跡
～
棚
底
城
跡
の
魅

力
を
活
か
す
～
」
に
お
越
し
く

だ
さ
い
！
当
日
限
定
の
特
別

展
示
や
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

申
込
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

  
天
草
市
文
化
課
 
（
宮
崎
）
 

 
日
本
防
火
・
防
災
協
会
、
熊

本
県
が
主
催
す
る
自
主
防
災
組

織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
が
１

０
月
１
９
日
（
土
）
グ
ラ
ン
メ
ッ

セ
熊
本
で
開
催
さ
れ
、
熊
本
県

央
の
市
町
村
か
ら
自
主
防
災
組

織
の
会
長
や
役
員
等
約
６
０
人

が
受
講
し
ま
し
た
。
 

 
熊
大
の
武
内
准
教
授
が
「
自

主
防
災
組
織
の
必
要
性
と
期
待

さ
れ
る
役
割
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
、
熊
本
市
黒
髪
第
４
町
内

の
活
動
事
例
を
紹
介
、
「
平
時
に

顔
が
見
え
る
関
係
を
つ
く
る
」

「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
災
害
情
報

を
整
理
す
る
」「
避
難
所
運
営
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
「
自
助
を

し
っ
か
り
す
る
」
こ
と
が
自
主

防
災
組
織
の
活
動
で
期
待
さ
れ

る
こ
と
だ
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

 
そ
の
後
、
「
災
害
応
対
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
を

使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

「
３
組
織
の
活
動
事
例
発
表
」
も

あ
り
、
改
め
て
自
主
防
災
組
織

の
必
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
修
会
で
学
ぶ
 

発
掘
調
査
現
場
の
作
業
員
ら

 

自主防災組織ネットワーク 

宮地岳地区振興会＝吉田さん（左）と田中さん 

研修会の様子＝宮地岳地区コミセン 


